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１．はじめに 

BIM/CIM モデルを活用し，建設事業の計画・設計・施工等の各段階において関係者や住民に説明を行うこ

とが，円滑かつ確実に合意形成を図る手段として主流になりつつある．また，これまで暗黙知であった建設事

業の状況や経験則を，BIM/CIM モデルの活用によって視覚的に継承することも期待される．本稿では，高品

質な視覚的モデルを効率よく作成する方法，データ蓄積，およびその技術継承について考案を行った． 

２．BIM/CIM の経験則を蓄積するための体制 

高品質なモデルを効率的に作成する方法を模索

し，モデル作成後にデータを蓄積するためには，図

１の（１）～（７）からなる活動と体制を整えるこ

とが必要と考える． 

このうち，「（５）ソフト別・モデル種類別・建設

物種類別・作成目的別・案件別でのデータ整理」に

より，汎用性の高い高品質なデータの蓄積を進め，

また，後述する「活用目的や用途に応じた最適なソ

フトの組み合わせ」により，高品質な視覚モデルの

効率的な作成が可能となると考える．さらに，使用者目線でのマニュアルの作成やその更新の充実化を図るこ

とで，より円滑に技術継承が実現できると考える．  

３．活用目的や用途に合った BIM/CIM ソフトで高品質な視覚的モデルの構築 

BIM/CIM モデルは，「地形モデ

ル」，「地質・土質モデル」，「線形

モデル」，「土工モデル」，「構造モ

デル」の 5 種類と，これらを組み

合わせる「統合モデル」の全 6 種

類に区分される．表１は，「案件

別」，「使用したソフトウェア」，

「作成したモデル種類及び活用

目的・用途」をまとめたものであ

る．実際の案件を踏まえ，ソフト

ウェアとモデル種類の関係性に

より，高品質なモデルを効率的に

作成できると考えている．一方，

表２に互換性があり，活用目的や

用途に合う基本的な4種類のソフ 
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図１ BIM/CIM モデルの作成の模索と蓄積体制 

表 1 既往案件で BIMCIM モデルに係るソフトウェアとその作成範囲 

案

件 

ソフト

ウェア 
モデル種類 活用目的・用途 

Ⅰ 
A 地形，土工，構造 橋梁上部工・下部工等の構造図 

C 地形，統合 レンダリングおよび動画作成 

Ⅱ 

A 土工，構造 
架設ステップ説明用図，支間長比較図，構

造タイプ比較図，標準断面図 

C 地形，統合 統合完成モデル，プロジェクト表紙の作成 

F 統合 実環境のコンセプト図 

Ⅲ 
A 地形，土工，構造 地質断面図，リブ構造の説明図 

C 地形，統合 統合完成モデル 

Ⅳ 

A 地形，土工，構造 橋梁上部工下部工ケーブル等の構造図 

D 構造 料金所，パーキングエリア等の実環境図 

C 地形，統合 統合完成モデル，プロジェクト表紙の作成 

B 構造，統合 
建設中交通管理説明図，施工ステップ図，

工法の説明用図 

Ⅴ 

A 地形，土工，構造 橋梁上部工・下部工・ケーブル等の構造図 

C 地形，統合 統合完成モデル 

E 統合 レンダリング，プロジェクト表紙の作成 

（１）ソフトの比較・利点の整理 

（５）ソフト別・作成段階別・種
類別データベースの蓄積 

（３）ソフトの学
習サイトへのア
クセスの整理 

（２）目的に合致する
ソフトを議論し，使用
方法のマニュアル化 

（７）現在事業への運用 

更
新 

（４）ソフトの疑問や
新機能について，よ
く知る専門家に指導 

（６）勉強会で，サブ
機能の習得と新機能

の展開 
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トを抽出して整理した．効率的に既往データを再利用して新たなモデルを作成する際に，作成段階別・建設物

種類別のデータ蓄積を行い，用途にあったデータを検索して使用することで作成が容易となる．また，美観性

の向上や施工時の安全評価等には，表２以外のソフトウェアの適用により，効率さが増すものと期待できる． 

４．マニュアル整備による技術継承 

BIM/CIM のソフトウェアを効率よく運用する技術継承策として，適切なソフトの使い方，モデル種類別の

作成手順，統合モデリングの構築方法等を使用者目線でマニュアル化することが有効と考える．実際に，作成

が不慣れな同業関係者にマニュアルを使用してモデル作成を試みており，不満点を改良することで，実用性の

高いマニュアルの作成を行ってきた．また，新規事業でのモデル作成時の際も，課題を抽出してマニュアルの

最適化に努めている．一方，ソフトウェアのバージョン更新に伴い，ソフトウェア自体の使用性が向上するた

め，その際もマニュアルの更新が必要である． 

５．結論 

（１）BIM/CIM モデルを高品質・効率的に作成する方法の模索及びデータの蓄積にかかる体制例を示した． 

（２）BIM/CIM モデルの目的に応じた適切なソフトウェアの使い分けと組み合わせにより，より高品質なモ

デルを効率的に作成できる． 

（３）作成段階別・建設物種類別等によりデータベースを構築し，検索して再利用や再モデル化を行うことで

BIM/CIM モデルを効率的に作成できる． 

（４）BIM/CIM モデルの作成マニュアルの最適化は技術継承に重要で，業務効率の向上に寄与する． 
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表２ 活用目的や用途に合った BIM/CIM ソフトの選定 

ソフト名 
利点 

業務上での作成例 
【適合モデル種類】 

工夫点・考察点 

ソフト A 

・高詳細度 

・高効率 

・大量配置可能    
    【構造モデル】        【土工モデル】 

・高詳細度のため，汎用

性の高いデータの蓄

積が難しい 

・作成段階別，建設種類

別のデータ蓄積が重

要である 

ソフト B 

・高効率 

・特殊/複雑な

形への対応 

・美観レンダリ

ング  
【構造モデル】 

・周辺環境，アクセサリ

ー構造等の作成が非

常に速い 

・2D のパース絵の美観

性に対して，レンダリ

ング機能の開発が期

待できる 

ソフト C 

・高効率 

  
  【地形モデル】        【統合モデル】 

・多種多様なデータの統

合ができる 

・高効率に周辺環境の自

動作成ができる 

・最初の統合モデル作成

に適している 

ソフト D 

・高効率 

・美観レンダリ

ング 
 

【統合モデル】 

・3D モデルにさらなる

美観性を求める場合

に適している 
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